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子ども・子育て支援新制度
～幼稚園、保育園等の利用手続きが変わりました～

●問い合わせ先
　子育て支援課　子育て支援係　☎64－5814

来春スター
ト

（予定）

　平成24年８月に成立した子ども・子育て支援関連３法等
の法律に基づき、幼児期の教育や保育、地域の子育て支
援を総合的に推進する「子ども・子育て支援新制度」が平
成27年４月からスタートします。
　新制度の開始を前に、変更となる幼稚園や保育園など
の施設利用の手続きについてお知らせします。

新制度で取り組む３つのポイント

ポイント１
保育園・幼稚園での乳幼児期の教育や保育について、
家庭や地域の実情を考慮して質と量の向上を図ります。

ポイント２
市民が子育てに参加できる機会を増やし、地域全体で
子育て支援を推進するための各種事業を行います。

ポイント３
放課後児童対策については、家庭や地域の実情を考慮
しながら、環境改善等を進めます。

3つの認定区分

１号認定
教育希望の満 3〜 5歳
子どもが満 3歳以上で、教育を希望する場合
　　　　 幼稚園、認定こども園

２号認定
保育希望の満 3〜 5歳
子どもが満 3歳以上で、保育が必要と認められる事由※に該当する場合
　　　　 保育園、認定こども園

３号認定
保育希望の満 0〜 2歳
子どもが満 3歳未満で、保育が必要と認められる事由※に該当する場合
　　　　 保育園、認定こども園、地域型保育

※保育が必要と認められる事由の例：就労、妊娠・出産、保護者の疾病・障がい、求職活動、就学など

（注1）保護者のフルタイム就労を想定（就労下限時間：120時間／月）
（注2）保護者のパートタイム就労を想定（就労下限時間：64時間／月）

教育・保育サービスの利用時間

　

来
年
度
の
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
の
利

用
に
際
し
て
は
、
保
護
者
の
方
に
利
用
の

た
め
の
認
定
（
1
～
3
号
）
を
新
た
に
受

け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
制
度
に
移
行
し
な
い
幼
稚
園

の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
認
定
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

2
号
・
3
号
認
定
の
場
合
は
、
保
護
者

の
方
の
就
労
時
間
等
に
応
じ
て
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
間
を
決
定
し
ま
す
。

【
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
間
】

施
設
利
用
に
は
、市
町
村
に
よ
る
認
定
が
必
要
で
す

利用先

利用先

利用先

３〜５歳

０〜２歳

標準的な教育時間
3〜4時間

保育標準時間　11時間（注1）

保育短時間　　 8時間（注2）

保育標準時間　11時間（注1）

保育短時間　　 8時間（注2）

１号認定
幼稚園、認定こども園等

２号認定
保育園、認定こども園

３号認定
保育園、認定こども園、

地域型保育
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補　足　事　項
●現在、市内保育園に通園されているお子さ
まについては、園を通じて来年度の入園申
し込みとともに認定の申請をしていただき
ます。
　なお、関係書類は12月頃に園を通じて配
布する予定です。

●私立幼稚園の新制度移行の有無について
は、直接各幼稚園へお問い合わせください。

新制度に向けての取り組み
※
新
制
度
へ
移
行
し
な
い
幼
稚
園
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、従
来
ど
お
り
の
手
続
き
と
な
り

ま
す
。

※
認
定
申
請
書
と
入
園
申
込
書
は
、子
育
て
支

援
課
保
育
係
ま
た
は
市
内
各
保
育
園
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

教育サービスの利用
（新制度へ移行する私立幼稚園）

◆
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用

を
希
望
す
る
場
合（
1
号
認
定
）

◆
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
地
域

型
保
育
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

（
2
号
・
3
号
認
定
）

認
定（
入
園
）手
続
き
と
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　市では、来春に迫った新制度のスタートに
向けて、東御市子育て支援審議会に諮りなが
ら、以下のとおり準備を進めています。

　新制度に関する新しい情報は、市報とうみ
や市ホームページ等で随時お知らせします

幼
稚
園
等
に
利
用
と
認
定
の
申

請
を
申
し
込
む

市
に
保
育
の
必
要
性
の
「
認
定

申
請
書
」
と
「
入
園
申
込
書
」

を
提
出
す
る
（
市
立
保
育
園
・

私
立
保
育
園
共
通
）

幼
稚
園
等
と
契
約
す
る

利
用
先
が
決
定
し
た
段
階
で
契

約
す
る

幼
稚
園
等
を
通
じ
て
、
市
か
ら

認
定
証
（
1
号
認
定
）
が
交
付

さ
れ
る

市
か
ら
認
定
証
（
2
号
・
3
号

認
定
）
が
交
付
さ
れ
る

1

1

3

3

2

2

認
定
の
申
請

（
園
が
代
行
）

利
用
者
負
担

の
支
払
い

教
育
の
提
供

認定証交付
（園を通じて）

保護者

私立幼稚園東御市
施設型給付金
の支給

※私立保育園を利用する場合も、保育料（利用者負担）を市へ支払います。

認
定
の
申
請 保

育
の
提
供

認定証交付

　利用者負担の
支払い

保護者

市立・私立保育園東御市

委託費を支給
（私立保育園）

地域型保育 市立・私立保育園

保育サービスの利用

認
定
の
申
請 保

育
の
提
供

認定証交付 保護者

地域型保育東御市

施設型給付金の
支給

25
年
度

27
年
度

26
年
度

◦子育て世帯のニーズ調査の実施

新制度スタート（4月〜）

◦新制度に係る新設条例制定とパブリッ
クコメントの実施

◦東御市子ども・子育て支援事業計画の
策定とパブリックコメント（12月実
施予定）

◦幼稚園、保育園の入園手続き

利
用
者
負
担

の
支
払
い
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平
成
25
年
度
の
東
御
市
国
民
健
康
保
険

（
以
下
、
国
保
）
は
、
世
帯
数
４
６
７
０

戸
、
８
２
２
７
名
が
加
入
し
て
い
ま
し
た

（
26
年
3
月
末
現
在
）。
25
年
度
の
国
保
特

別
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が
約
34
億
29
万

円
、
歳
出
が
約
31
億
７
３
４
６
万
円
で
差

し
引
き
は
2
億
２
６
８
３
万
円
の
黒
字
決

算
で
し
た
（
下
図
の
と
お
り
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
や
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
差
し
引
い

た
単
年
度
の
実
質
収
支
は
５
２
８
８
万
円

の
赤
字
で
し
た
。
こ
の
赤
字
分
を
補
て
ん

す
る
た
め
に
、
国
保
税
の
減
収
分
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
ま
た
、
国
保
会
計

の
貯
金
で
あ
る
「
国
保
財
政
調
整
基
金
」

の
取
り
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。

◇
国
保
税
収
入
前
年
度
比
1
・
6
％
の
増

　

国
保
会
計
の
収
入
の
内
、
国
保
税

収
入
は
国
保
会
計
の
20
％
を
占
め
、

6
億
７
５
６
８
万
円
（
前
年
度
比
1
・

6
％
増
）
で
、
1
人
当
た
り
の
国
保
税
額

は
8
万
１
８
５
５
円
（
県
内
19
市
中
12
番

目
）
で
し
た
。
併
せ
て
、
国
保
税
の
収
納

率
は
、
本
年
度
の
現
年
課
税
分
に
対
し
て

は
95
・
0
％
で
、
前
年
度
に
対
し
1
・
2

ポ
イ
ン
ト
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

平成25年度

決算の状況を
報告します

東御市国民健康保険特別会計

歳入
3,400,286
千円

国民健康保険税
675,681千円
（20％）

国庫支出金
730,559千円
（21％）

県支出金
160,550千円
（5％）

繰越金
109,704千円
（3％）

繰入金
289,039千円
（8％）

共同事業
交付金
290,410千円
（9％）

前期高齢者交付金
826,048千円（24％） 療養給付費交付金

293,188千円（8％）

その他収入
25,107千円（1％）

歳出
3,173,461
千円

総務費
19,536千円（1％）

　保険給付費
2,154,787千円
（68％）

後期高齢者支援金
439,699千円（14％）

前期高齢者納付金
450千円（0％）

老人保健拠出金
18千円（0％）

介護納付金
192,862千円
（6％）

共同事業拠出金
293,374千円（9％）

保健事業費
34,981千円（1％）

その他 37,754千円（1％）

●問い合わせ先
　市民課　国保年金係　☎75 －8810

や
り
繰
り
し
て
の
黒
字
決
算

実
質
収
支
は

約
５
３
０
０
万
円
の
赤
字

25
年
度
国
保
会
計
の
特
徴

※表示単位未満四捨五入
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◇
医
療
費
の
高
額
化
傾
向

　

国
保
会
計
の
支
出
の
内
、
保
険
給
付

費
に
関
わ
る
費
用
は
68
・
0
％
を
占
め
、

21
億
５
４
７
９
万
円
（
前
年
度
比
4
・

8
％
増
）
で
、
1
人
当
た
り
に
要
し
た
医

療
費
は
31
万
２
１
４
５
円
（
県
内
19
市
中

12
番
目
）
で
し
た
。
レ
セ
プ
ト
か
ら
見
た

保
険
給
付
費
全
体
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

《
レ
セ
プ
ト
の
内
訳
か
ら
》

◦
レ
セ
プ
ト
件
数
は
、
前
年
度
比
医
科
外

来
請
求
が
6
％
、
調
剤
請
求
が
8
％

ア
ッ
プ

◦
外
来
及
び
調
剤
レ
セ
プ
ト
が
高
額
医
療

の
受
診
傾
向
で
、
件
数
は
前
年
度
比

3
％
ア
ッ
プ

◦
レ
セ
プ
ト
件
数
を
年
代
別
に
見
る
と
、

前
年
度
比
で
70
代
前
半
が
7
％
、
60
代

後
半
が
5
％
ア
ッ
プ
、
一
方
で
65
歳
未

満
は
逆
に
減
少

◇
国
保
税
の
期
限
内
納
付
を

　

国
保
は
加
入
者
全
員
で
支
え
あ
っ
て
成

り
立
つ
制
度
で
す
。

　

国
保
会
計
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
は
、

国
保
税
財
源
の
確
保
は
極
め
て
重
要
で
す
。

ぜ
ひ
、
国
保
税
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
重
症
化
し
な
い
健
康
づ
く
り
を

　

増
え
続
け
る
医
療
費
の
抑
制
に
は
、
日

〜困ったときはご相談ください〜

医療費が高額になったとき

窓口負担や国保税の減免制度

　窓口負担の減免は、次の要件を満たす世帯が対象です。
　①特別な事由により生活が困窮する状態にある
　②入院治療が必要になった方がいる
　③月収が生活保護基準以下
　④預貯金が生活保護基準の 3カ月分以下

　国民健康保険税の減免は、貧困により生活等のための
公私の扶助を受けている方や、天災その他特別の事情（失
業や廃業等）がある方を主な対象としています。

　減免の可否については、本人からの聴き取りや担税
力等の調査に基づき決定しますので、まずはお気軽に
市民課国保年金係へご相談ください。
　また、徴収猶予など国民健康保険税の納付につい
てのご相談は、税務課収税管理係でお受けしています。

○医療機関等での窓口負担の減免

○国民健康保険税の減免

～70 歳未満の方の限度額認定適用の
負担区分が見直されます～

　限度額適用の負担区分は平成 27年 1月1日から新たな
適用区分となります。すでに限度額認定証をお持ちの方に
は、新しい認定証を改めて送付します。

■現在の自己負担限度額（月額）

所得区分 3回目まで 4回目以降

一　　般
80,100円

＋医療費が267,000円を越え
た場合は、その超えた分の1％

44,400円

上位所得者（注）
150,000円

＋医療費が500,000円を越え
た場合は、その超えた分の1％

83,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

■平成27年１月以降の自己負担限度額（月額）

所得
区分 3回目まで 4回目以降総所得金額等

一　般
210万円超
600万円以下

80,100円
＋医療費が267,000円を超え
た場合は、その超えた分の１％ 44,400円

210万円以下 57,600円

上　位
所得者

901万円超
252,600円

＋医療費が842,000円を超え
た場合はその超えた分の1％

140,100円

600万円超
901万円以下

167,400円
＋医療費が558,000円を超え
た場合はその超えた分の1％

93,000円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

（注）	国民健康保険税算定の基礎となる基礎控除後の「総所得金額等」が
600 万円を越える世帯。所得の申告がない場合も上位所得者とみなさ
れます。

健
全
運
営
の
た
め
に

頃
か
ら
健
康
診
断
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
自
ら
の
健
康

に
意
識
を
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
当
市
の
肥
満
度
・
脂
質
・
血
糖
の

各
数
値
は
県
下
19
市
の
中
で
引
き
続
き
高

い
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
特
定
保
健
指
導

等
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
日
々
、
ご
自
身
の
健
康
に

留
意
し
、
重
症
化
し
な
い
た
め
の
予
防
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
12
月
に
成
立
し
た
社
会
保
障
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
（
通
称
名
）
は
、
医
療
保
険
制

度
に
関
し
て
26
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
を

目
途
に
実
施
の
内
容
と
時
期
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
母
体
の

広
域
化
が
方
向
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
保
の
財
政
運
営
は
都
道
府
県
で
、
賦
課
、

徴
収
、
健
診
業
務
な
ど
は
市
が
役
割
を
担

う
な
ど
の
検
討
が
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
広
域
化
に
伴
い
、
国
保
税
の
税

負
担
は
県
下
で
平
準
化
し
て
い
く
方
向
で

あ
り
、
今
後
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ
ま
す
。

制
度
設
計
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
都
度
、

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
保
運
営
母
体
の
広
域
化
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●問い合わせ先　人権同和政策課　男女共同参画係　☎64－5902

　
東
御
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
で
は
、「
東
御
市
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
」
に
基
づ

い
た
推
進
の
一
環
と
し
て
、
市

内
の
2
事
業
所
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
、「
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
」
と
「
仕
事
と
家
庭

生
活
の
調
和
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

日
信
工
業
株
式
会
社
は
ブ
レ
ー

キ
技
術
と
ア
ル
ミ
鋳
造
・
加
工
技

術
を
活
か
し
て
自
動
車
の
安
全
と

環
境
負
荷
軽
減
に
貢
献
し
て
い
る

会
社
で
す
。
７
月
24
日
の
訪
問
時

は
渡わ
た
な
べ
た
か
の
ぶ

辺
隆
伸
工
場
長
を
は
じ
め
、

管
理
ブ
ロ
ッ
ク
や
総
務
部
の
方
が
、

気
持
ち
良
く
お
迎
え
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

日
信
工
業
の
創
業
は
昭
和
28
年

10
月
で
昨
年
、
創
立
60
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
東
部
工
場
は
四
輪
車

用
ブ
レ
ー
キ
の
製
造
拠
点
で
す
。

広
い
敷
地
内
で
、
機
能
的
に
配
置

さ
れ
た
製
造
機
器
の
な
か
で
総
勢

３
７
３
名
が
働
い
て
い
ま
し
た
。

う
ち
女
性
は
31
名
（
8
％
）
と
の

こ
と
で
す
。

　

か
つ
て
は
、
女
性
の
従
業
員
の

方
は
、
結
婚
す
る
と
退
職
し
て
し

ま
う
方
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す

が
、
夫
婦
共
働
き
の
家
庭
の
増
加

や
、
働
き
方
も
多
様
化
す
る
中
に

あ
っ
て
、
勤
務
時
間
へ
の
配
慮
や
、

妊
娠
中
の
従
業
員
へ
の
保
健
指
導

も
行
わ
れ
て
お
り
、
女
性
も
安
心

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

育
児
休
業
制
度
も
男
女
と
も
に
、

子
ど
も
が
1
歳
6
カ
月
に
な
る
ま

で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

女
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
男
性

の
取
得
者
も
い
る
そ
う
で
、
子
育

て
に
対
す
る
周
囲
の
理
解
も
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

職
場
復
帰
さ
れ
た
女
性
従
業
員

の
皆
さ
ん
に
も
直
接
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
休
職
中
は
、

担
当
し
て
い
る
業
務
に
関
し
て
は
、

欠
員
補
充
な
ど
の
対
応
が
と
ら
れ

る
の
で
安
心
し
て
育
児
休
暇
が
取

得
で
き
る
そ
う
で
す
。
復
帰
後
の

職
場
も
、
基
本
的
に
以
前
と
同
じ

職
場
と
な
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な

い
場
合
で
も
、
本
人
の
経
験
・
能

力
が
発
揮
で
き
る
職
場
へ
の
復
職

が
叶
う
よ
う
な
配
慮
が
あ
り
、
安

心
し
て
仕
事
が
で
き
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
人
ひ
と
り
の
勤
務

体
制
に
も
配
慮
が
あ
り
、
シ
フ
ト

の
時
間
に
つ
い
て
も
相
談
が
で
き

る
そ
う
で
、
介
護
休
暇
制
度
の
利

用
や
、
有
給
休
暇
の
取
得
も
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
社

内
報
の
企
画
・
編
集
な
ど
で
も
、

そ
の
よ
う
な
取
組
が
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

女
性
の
管
理
職
登
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
東
部
工
場
で
の
登

用
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将

来
の
女
性
管
理
職
へ
の
登
用
も
見

据
え
た
採
用
、
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

働
き
や
す
い
環
境
に
向
け
、
従

業
員
の
皆
さ
ん
が
各
種
施
策
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
を

図
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
働
く
意

欲
を
向
上
さ
せ
、
会
社
の
成
長
に

繋
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
優
れ
た
人
材
の
確
保

は
、
一
企
業
の
職
場
の
環
境
改
善

だ
け
で
は
難
し
く
、行
政
に
も「
地

域
の
魅
力
」
や
「
生
活
環
境
の
良

さ
」
等
を
共
に
発
信
し
て
欲
し
い

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
地
域
全

体
で
労
働
人
口
の
増
加
の
た
め
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

日信工業（株）東部工場

▲職場復帰した女性社員に聞きました

▲作業に集中する女性社員

暮らせるまちをめざして一人ひとりが輝いて
お聞きしました～～働く人の声を

▲渡辺工場長（左から3人目）ほか、管理ブ
ロック及び総務部の皆さん
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8
月
5
日
、
標
高
８
５
０
ｍ
に

位
置
し
た
新
張
に
あ
る
、
ア
ト
リ

エ･

ド･

フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
に
訪
問

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

創
業
は
１
９
８
２
年
で
、
様
々

な
チ
ー
ズ
関
連
製
品
の
製
造
・
販

売
を
手
が
け
る
企
業
で
す
。
最
初

に
、
松ま

つ

岡お
か

容よ
う

子こ

社
長
と
ピ
ザ
部
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
月
に
一
度
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
の
検
討
課

題
は
『
健
康
ピ
ザ
』
で
、「
健
康

の
た
め
の
食
材
を
使
っ
て
い
く
こ

と
が
一
番
の
目
的
な
の
で
、
意
外

な
食
材
で
も
い
い
か
ら
ピ
ザ
に
対

す
る
概
念
を
超
え
て
発
言
し
て
欲

し
い
」
と
松
岡
社
長
が
呼
び
か
け

る
と
、
15
名
の
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
き

女
性
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
活

発
に
発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明

る
い
雰
囲
気
の
中
、
次
々
に
出
さ

れ
る
意
見
は
、
ど
れ
も
女
性
ま
た

は
主
婦
の
目
線
が
活
か
さ
れ
て
い

る
も
の
で
し
た
。
松
岡
社
長
は
、

と
て
も
明
る
く
素
敵
な
方
で
、「
楽

し
ん
で
や
っ
て
い
る
の
で
ス
ト
レ

ス
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
、
ど

ん
な
意
見
に
も
真
剣
に
耳
を
傾
け

る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
さ
ら

に
、「
今
は
物
を
作
っ
て
販
売
す

れ
ば
売
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
常
に
ど
う
す
れ
ば

販
売
が
伸
び
る
の
か
を
考
慮
し
て

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
活
性

化
と
は
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

を
洗
い
出
し
て
話
し
合
い
、
こ
れ

ま
で
の
失
敗
を
反
省
し
て
新
し
い

こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
。
失
敗

か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
」
と
話
さ

れ
、
常
に
挑
戦
し
続
け
て
き
た
確

か
な
姿
勢
が
穏
や
か
な
表
情
か
ら

に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
職
人
さ
ん
が
作
業
さ
れ

て
い
る
チ
ー
ズ
工
房
の
内
部
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小

さ
な
会
社
故
に
、
作
っ
て
い
る
人

と
販
売
し
て
い
る
人
と
の
距
離
が

近
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
て
、
目
が
届
く
中
で
全
体
が

回
っ
て
い

る
と
の
印

象
を
受
け

ま
し
た
。

　

最
後
に
、

松
岡
社
長

は
職
場
環

境
に
つ
い

て
「
働
き
方
も
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
正
社
員
も
パ
ー
ト

も
負
荷
価
値
の
あ
る
働
き
方
を
望

ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
に
も
答
え

て
い
き
た
い
。
正
社
員
、
パ
ー
ト
、

高
校
生
等
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
と
も

に
声
を
出
せ
る
職
場
、
活
き
活
き

と
働
い
て
、
風
通
し
の
良
い
職
場

を
心
が
け
た
い
」
と
話
さ
れ
、
働

く
人
の
意
欲
と
職
場
環
境
を
大
切

に
考
え
て
の
経
営
を
続
け
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

笑
顔
の
耐
え
な
い
気
さ
く
な
お

人
柄
で
、
こ
の
新
張
の
地
域
お
こ

し
に
も
、
一
役
か
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

アトリエ・ド・フロマージュ

▲チーズ工房の内部▲職場環境について語る松岡社長

▲松岡社長（写真中央奥）と女性社員とのミーティング

暮らせるまちをめざして一人ひとりが輝いて
お聞きしました～～働く人の声を

東御市男女共同参画
推進委員会リポート
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10
月
7
日
、
祢
津
地
区
の
新
た

な
地
域
づ
く
り
組
織
「
祢
津
地
域

づ
く
り
の
会
」
の
設
立
総
会
が
祢

津
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
し
た
新
た
な
組
織
は
、
地

区
内
の
住
民
を
会
員
と
し
、「
生

活
福
祉
」「
産
業
経
済
」「
教
育

文
化
」
の
3
つ
の
専
門
部
会
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
専
門
部
会

は
、
P
T
A
や
育
成
会
、
分
館

長
会
、
民
生
児
童
委
員
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
な
ど
約
30
団
体
の
代
表
者

で
構
成
さ
れ
、
住
民
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
課
題
を
解
決
す
る
と
と

も
に
、
地
区
の
夢
や
将
来
像
に
向

か
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
役
員
の
任
期
な
ど

を
定
め
た
会
の
規
約
や
、
会
報
の

発
行
な
ど
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ

平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予

算
案
の
ほ
か
、
既
存
組
織
の
合
理

化
や
再
編
な
ど
を
検
討
す
る
会
議

の
開
催
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
長
に
は
、
祢
津
地
区
活

性
化
研
究
委
員
会
会
長
の
山や

ま

越こ
し

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん（
西
宮
）が
選
任
さ
れ
、「
住

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
力
を
合
わ

せ
て
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

は
、
自
分
た
ち
で
問
題
や
課
題
を

解
決
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
祢

津
に
住
み
た
い
、
祢
津
小
に
通
わ

せ
た
い
と
思
え
る
地
域
に
し
て
、

皆
さ
ん
の
夢
を
実
現
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

新
た
な
る
地
域
の
創
生
へ

～
小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
⑨
～

●
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
づ
く
り
支
援
室
　
☎
71

－

６
７
９
０

　
市
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
、
小
学
校
区
を
単

位
と
す
る
従
来
か
ら
深
い
つ
な
が

り
の
あ
る
区
域
に
お
い
て
、
区
を

越
え
た
連
携
に
よ
り
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
住
民
自
ら
が
担
う
「
小
学
校

区
単
位
の
地
域
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
祢
津
地
区
で
発
足
し

た
地
域
づ
く
り
組
織
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

▲設立総会であいさつを述べる山越会長

「祢津地域づくりの会」の組織図

新
組
織

「
祢
津
地
域
づ
く
り
の
会
」

が
発
足

【
本
部
】
▽
会
長　

山
越
淳
一
（
西
宮
）

▽
副
会
長　

後
藤
正
次
（
新
屋
）
花
岡

保
（
出
場
）
▽
会
計　

中
山
孝
（
金
井
）

▽
監
事　

土
屋
武
道
（
新
張
）
桜
井
勉

（
新
屋
）

【
生
活
福
祉
部
会
】
▽
部
会
長　

中
村

武
人
（
新
屋
）
▽
副
部
会
長　

成
沢
美

一
（
西
宮
）

【
産
業
経
済
部
会
】
▽
部
会
長　

峯
村

文
博
（
奈
良
原
）
▽
副
部
会
長　

神
津

節
夫
（
新
張
）

【
教
育
文
化
部
会
】
▽
部
会
長　

別
府

英
宣
（
西
宮
）
▽
副
部
会
長　

野
口
賢

吉
（
新
屋
）

役
員
の
紹
介

会　長
副会長
会　計
監　事

地区内の住民

地元市議会議員 特別委員会

専門部会

区長会

生活福祉部会 産業経済部会 教育文化部会

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

東
御
市
公
式
ペ
ー
ジ

試
験
運
用
中
！

　

市
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
を
用
い
た
情
報
発
信
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
10
月

に
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
の
公
式

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
試
験
運
用

を
始
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
中
心
に
、
身
近
な
話
題
を

掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
試
験
運
用
の
た
め
、

コ
メ
ン
ト
へ
の
回
答
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消防団、交通安全協
会、高齢者クラブ、
日赤奉仕団、民生児
童委員、保健補導員
会、JA女性部　他

JA、農業委員、農業
者グループ、観光協
会、商工会、工業振
興会、活性化研究委
員会　他

小中学校及びPTA、
保育園及び保護者
会、子ども育成会、
分館長会、生涯学習
まちづくり推進協議
会、活性化研究委員
会　他

https://www.facebook.com/tomicity.sns

10
月
は
火
の
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
情

報
を
掲
載
し
ま
し
た
。
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市
で
は
、
7
月
か
ら
8
月
に
か

け
て
納
付
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納

者
に
対
し
捜
索
を
実
施
し
、
現
金

や
動
産
を
差
し
押
さ
え
し
ま
し
た
。

捜
索
と
は
、
国
税
徴
収
法
第

1
4
2
条
に
基
づ
く
強
制
調
査

で
、
滞
納
者
の
居
宅
や
店
舗
等
に

強
制
的
に
立
ち
入
り
、
発
見
し
た

財
産
を
差
し
押
さ
え
す
る
こ
と
等

を
い
い
ま
す
。
刑
事
事
件
の
捜
索

と
は
異
な
り
、
裁
判
所
の
許
可
状

（
令
状
）
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
捜
索
で
差
し
押
さ
え
た

財
産
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
は
、
滞
納
者
が

所
有
す
る
自
動
車
等
の
差
し
押
さ

え
を
行
い
、
即
座
に
搬
出
は
せ
ず
、

滞
納
者
に
保
管
命
令
を
出
し
、
運

行
お
よ
び
使
用
を
制
限
す
る
こ
と

で
自
主
納
付
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
納
税
が
さ

れ
な
い
場
合
は
搬
出
し
て
、
公
売

に
掛
け
ま
す
。

市
民
負
担
の
公
平
性
の
た
め
に

厳
正
に
対
処
し
ま
す
！

税
の
滞
納

４
件
の
捜
索
を

実
施
し
ま
し
た

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

実
施
し
ま
す

　

ま
た
、
自
動
車
等
に
取
り
付
け

た
公
示
書
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て
破
棄
、
損
壊
等
を
し
た
場
合

は
、刑
法
第
96
条
（
封
印
等
破
棄
）、

刑
法
第
2
6
1
条
（
器
物
損
壊

等
）
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
滞
納
者
に
対

し
て
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
、

税
の
公
平
性
と
市
税
収
入
の
確
保

の
た
め
、
給
与
や
預
貯
金
な
ど
各

種
財
産
に
つ
い
て
の
厳
格
な
滞
納

処
分
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
自

動
車
等
の
差
し
押
さ
え
の
ほ
か
、

納
付
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に

対
し
て
は
、
自
宅
や
店
舗
等
関
係

先
の
捜
索
な
ど
を
積
極
的
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
状
況
の
変
化
等
に
よ
り

納
付
が
困

難
な
際
は
、

納
期
限
内

に
税
務
課

ま
で
ご
相

談
く
だ
さ

い
。

　トラクターやコンバイン等の乗用装置が付い
た農耕用作業車等の小型特殊自動車は、公道
走行の有無に関わらず軽自動車税の課税対象
です。所有していれば、申告及び納税をする義
務があります。
　新たに取得、または現在お持ちの農耕用作
業車等の小型特殊自動車でナンバープレート
が付いていないものがありましたら、すみやか
に税務課住民税係へ申請し、ナンバープレー
トの交付を受けてください。

今
後
の
方
針

●
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
　
収
税
管
理
係

　
☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

◦
軽
自
動
車

◦
現
金

◦
Z
I
P
P
O
ラ
イ
タ
ー

◦
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
マ
シ
ン

【
差
押
物
件
】

小型特殊自動車は
軽自動車税の申告を！

●問い合わせ先
　税務課　住民税係　☎ 62 －1111（代表）

①	農耕用作業車
	 （乗用装置を有し、最高速度が時速
35㎞未満のもの）

	 トラクター、刈取脱穀作業車（コン
バイン）、薬剤散布車、田植機、農
耕用動力運搬車　等

②	特殊自動車
	 （全長 4.7m 以下、全幅 1.7m 以下、
全高 2.8m 以下、最高速度 15km/
h 以下の全ての要件を満たすもの）

	 フォークリフト、ショベル・ローダ、
タイヤ・ローラ　等

小型特殊自動車とは
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11
月
は
全
国
子
ど
も・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間
で
す

　
今
月
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る
強
調
月
間

で
す
。

　
子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害
環
境
か
ら
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、

今
月
は
児
童
ポ
ル
ノ
被
害
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

警
察
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
交

流
サ
イ
ト
を
使
っ
て
性
犯
罪
被
害

に
遭
う
子
ど
も
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
交
流
サ
イ
ト
と
は
、
ゲ
ー
ム

が
で
き
た
り
、
友
だ
ち
が
作
れ
た

り
、
趣
味
の
情
報
が
共
有
で
き
る
、

　

児
童
ポ
ル
ノ
と
は
、
18
歳
未
満

の
子
ど
も
を
被
写
体
と
し
た
ポ
ル

ノ
の
こ
と
で
、
児
童
虐
待
や
人
権

侵
害
に
当
た
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
検
挙
件
数
は
過

去
最
高
の
１
６
４
４
件
で
、
そ
の

大
部
分
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

連
す
る
も
の
で
す
。
一
度
ネ
ッ
ト

上
に
児
童
ポ
ル
ノ
が
流
出
す
る
と
、

削
除
が
困
難
な
た
め
、
被
害
者
は

将
来
に
わ
た
り
苦
し
め
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
ポ
ル
ノ
被
害
の
画
像
の
中

に
は
、
加
害
者
と
対
面
し
強
制
的

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
、

子
ど
も
自
ら
が
撮
影
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ゲ
ー
ム
機
、
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

簡
単
に
写
真
が
撮
れ
て
送
信
で
き

る
機
能
が
自
画
撮
り
を
助
長
さ
せ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
若
者
が
大
勢
利
用
し
て

い
る
サ
イ
ト
で
す
。

　

被
害
の
増
加
に
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
便
利
な
無
料
通
話
ア
プ

リ
の
普
及
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

無
料
通
話
ア
プ
リ
と
は
、
メ
ー
ル

よ
り
も
簡
単
に
相
手
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
画
像
の
や
り
と
り
が
で
き
る

ア
プ
リ
で
、「
ラ
イ
ン
」「
ス
カ
イ

プ
」「
カ
カ
オ
ト
ー
ク
」
等
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ア
プ
リ
は
Ｉ

Ｄ
を
交
換
す
る
こ
と
で
簡
単
に
連

絡
が
取
れ
る
た
め
、
保
護
者
の
知

ら
な
い
人
と
子
ど
も
が
繋つ

な

が
っ
て

い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

481

117
598

460

235

695

436

262

698
コミュニティサイトに起因する被害児童数の推移
800
700
600
500
400
300
200
100
0

人

H25上半期

※警察庁広報資料（平成26年9月18日）参照

H25下半期 H26上半期
■ＩＤ交換掲示板　　■その他のコミュニティサイト

無
料
通
話
ア
プ
リ
を
介
し
た
被
害
が
増
加

児
童
ポ
ル
ノ
被
害
の
増
加

●ＩＤ交換掲示板で知り合った人に誘われてドライブに行き、睡眠薬を飲まされ
暴行された。	 （女子高生）

●ゲーム機で優しいお姉さんと知り合い、言われるままに下着写真を送ったが、
実は相手は男で後に脅迫された。	 （女子小学生）
●アイドルに会えるというメールを信じ交換条件で裸の写真を送ったが、写真が
アダルトサイトに載せられていた。	 （女子中学生）

●ツイッターのフォロワーを増やすために裸の写真を載せたが、個人情報が特
定されストーカー被害に遭った。	 （女子中学生）

トラブル
事 例

実際にあった

（2014年11月）市報とうみ 10



	 　ネットのポイント
知って話して安心講座

　「うちの子、ネットのやりすぎじゃないかしら」
「事件も多いし、子どもがネットトラブルに巻き込
まれないかしら」
　こんなお悩みをお持ちの方には、「ネットのポイ
ント 知って話して安心講座」の受講をお勧めしま
す。
　毎回、映像で事例とポイントを分かりやすく解
説しています。保護者同士で楽しくネットについ
て学んでみませんか。

講座のポイント

　

子
ど
も
の
多
く
は
ネ
ッ
ト
機
器

を
、
ゲ
ー
ム
や
音
楽
、
動
画
が
楽

し
め
る
「
お
も
ち
ゃ
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
の
道
具
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

初
期
設
定
に
は
制
限
が
か
か
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
と

出
会
い
系
サ
イ
ト
に
も
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
に
も
繋
が
る
か
ら
で
す
。

警
戒
心
が
弱
い
子
ど
も
は
、
い
き

な
り
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
公
開
し
た

り
、
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
だ
り

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
公
開
制
限
」
の
設
定
を
し
な

い
限
り
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
上
に
は
必
ず
記
録
が
残

り
特
定
さ
れ
ま
す
。

　

他
人
に
転
載
さ
れ
半
永
久
的
に

残
り
ま
す
。
中
学
時
代
の
悪
ふ

ざ
け
の
写
真
や
書
き
込
み
が
、

就
職
や
結
婚
の
と
き
に
暴
か
れ

不
利
益
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
あ
っ
て
も
、
他
者

の
権
利
を
侵
害
す
る
と
罪
に
問

わ
れ
ま
す
。

　

保
護
者
が
、
子
ど
も
よ
り
ネ
ッ

ト
に
詳
し
く
な
る
の
は
難
し
い
で

す
が
、
少
し
で
も
勉
強
し
て
、
子

ど
も
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

ま
ず
は
、
不
安
や
悩
み
を
保
護

者
同
士
で
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、

遠
慮
せ
ず
に
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
学
校
、
教
育
委
員
会
に
相

談
し
、
さ
ら
に
講
座
で
知
識
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
に
関
す
る

4
つ
の
誤
解

子
ど
も
任
せ
に
し
な
い
！

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因

子
ど
も
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
防
止
す
る
た
め
に

開催してい
ます！

●問い合わせ先
　教育課　青少年教育係　☎ 64 －5906

開催日・テーマ
11月
●11日（火）「ゲームにはまると・・・」
ゲームの仕組みとトラブル、対処法等を学びます。

●25日（火）「子どもによくあるトラブル」
アプリの仕組みとトラブル、対処法等を学びます。

12月
●10日（水）「クリスマス・お正月前のポイント」
　年末年始は新しいネット機器を購入される家庭も多い
はず。それぞれの機器やアプリのセーフティネットにつ
いて、専門家の高橋大洋さんに教えていただきます。

時間 ： 午後 ７ 時から 8 時30分
会場 ： 中央公民館　講義室

　“今さら聞けない”こんなことも遠慮なく
聞いて話して学べます。

①初心者大歓迎

　毎月1、2回開催。都合の良い日のみの参
加もOK。希望者には、講座の解説メルマガ
をお届けします。

②充実の通年開催

　ネットの進化は日進月歩。毎回、最新のネッ
ト事情や子どもの常識をお伝えします。

③最新情報満載

▲講座でネットについて学ぶ保護者

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
な
の
で

大
丈
夫
で
し
ょ

友
だ
ち
に
し
か

見
せ
て
い
な
い
よ

削
除
す
れ
ば

大
丈
夫
で
し
ょ

ネ
ッ
ト
上
で
し
た
こ
と

は
遊
び
だ
か
ら

市報とうみ（2014年11月）11



　

現
在
、
市
内
に
は
5
カ
所
で
合
計
約

34 

ha
の
市
有
林
が
あ
り
ま
す
。

　

市
有
林
の
立
木
の
多
く
は
建
築
用
材
に

最
適
な
カ
ラ
マ
ツ
で
、
市
の
財
源
確
保
や

公
共
施
設
の
建
設
に
用
い
る
目
的
で
植
林

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り

市
の
財
産
と
し
て
保
育
作
業
が
行
わ
れ
、

そ
の
多
く
は
伐
採
適
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
と
調
和
し
た
循
環
型
社
会
を
目
指

す
観
点
か
ら
、こ
れ
ら
を
積
極
的
に
伐
採
・

搬
出
し
、
木
材
と
し
て
有
効
利
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
伐
採
適
期
を
迎
え
た
カ
ラ
マ

ツ
等
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
北
山
市

有
林
内
の
木
を
伐
採
し
、
滋
野
保
育
園
や

現
在
建
設
中
の
田
中
保
育
園
の
建
築
用
材

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

園
舎
は
、
木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
に
も
役
立
つ
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
課
　
耕
地
林
務
係

　
☎
64

－

５
８
９
８

東御市の市有林

大室
（3．81ha）

ワシバ
（3．17ha）

北山
（7．20ha）

北御牧
（4．99ha）

奈良原
（14．85ha）

環
境
と
調
和
し
た
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に

市
有
林
の
活
用
を
進
め
て
い
ま
す

東
御
市
の
市
有
林

市
有
林
の
活
用

▲建設中の田中保育園には市有林の木材を使
用しています

奈良原市有林

市
有
林
の
木
材
を

保
育
園
の
建
築
用
材
に

　

森
林
に
は
、
木
材
等
の
林
産
物
の
供
給

以
外
に
、
水
源
の
涵か

ん

養
や
土
砂
災
害
の
防

止
、
保
健
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等

の
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

機
能
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
す
る
た
め

に
は
、
人
の
手
に
よ
る
里
山
の
整
備
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
昨
年
10
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
奈
良
原
市
有
林
の
「
森
林
保
全
協

定
」
を
結
び
、
連
携
し
て
保
全
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は「
市
民
の
森
」

を
設
置
し
、
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

企
業
と
連
携
し

市
有
林
を
憩
い
の
場
に ▲企業と森林保全協定を結んでいます
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東御市　ほたる発見マップ 検索

今年報告されたほたるの数（匹）
田 　 中 470

滋 　 野 36

祢 　 津 53

和 207

北 御 牧 25

計 791

　

下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
向
上
の
ほ
か
、

河
川
・
湖
沼
と
い
っ
た
公
共
水
域
の
水
質

や
環
境
全
体
の
保
全
・
改
善
等
を
目
的
に

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

東
御
市
で
は
、
環
境
面
と
衛
生
面
の
両

面
に
優
れ
る
「
分
流
式
下
水
道
」
と
い
う

方
式
を
用
い
て
い
ま
す
。
分
流
式
下
水
道

で
は
、
汚
水
と
雨
水
と
を
分
け
て
管
路
を

設
置
し
、
汚
水
は
下
水
処
理
場
へ
、
雨
水

は
河
川
等
へ
直
接
放
流
し
て
い
ま
す
。
汚

水
と
雨
水
を
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
管
で
集
め

る
こ
と
で
、
河
川
等
の
水
質
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
下
水
道
で
は
、
多
く
の
汚

水
処
理
区
域
を
設
け
て
汚
水
を
処
理
し
て

い
ま
す
。
住
宅
が
集
ま
っ
て
い
る
区
域
で
は

公
共
下
水
道
や
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
、
農
業
集
落
排
水
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ン
ト
、
大
型
合
併
処
理
浄
化
槽
と
い
っ
た

全
17
カ
所
で
、
住
宅
が
点
在
す
る
区
域
で

は
個
人
設
置
の
合
併
処
理
浄
化
槽
で
汚
水

を
処
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
東
御

市
の
下
水
道
普
及
率
（
注
）
は
99
・
9
％

に
達
し
、
県
内
の
市
町
村
で
も
高
い
水
準

に
あ
り
ま
す
（
県
平
均
96
・
6
％
）。
ま

た
、
県
平
均
値
も
全
国
で
5
位
の
高
水
準

に
な
っ
て
い
ま
す
（
全
国
平
均
88
・
1
％
）。

　

市
内
で
は
、
下
水
道
の
整
備
が
進
む
に

つ
れ
、
水
環
境
が
改
善
し
、
ほ
た
る
な
ど

の
水
生
生
物
が
水
辺
に
か
え
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
市
で
は
き
れ
い
に
な
っ
た

水
環
境
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
試
み
と
し
て
、
昨
年
よ

り
「
ほ
た
る
発
見
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
、
ほ
た
る
発
見
情
報
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ

ん
の
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

（
左
表
参
照
）。

　

今
回
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
を
基
に

２
０
１
４
年
度
版
ほ
た
る
発
見
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
上
下
水
道
課
窓
口
に
お
い
て
希

望
者
へ
の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
水
環
境

に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
引

き
続
き
ほ
た
る
の
情
報
を
収
集
し
、
マ
ッ

プ
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ほ
た
る
発
見
マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎
64

－

５
８
７
４

東
御
市
の
清
ら
か
な

流
れ
を
守
る
た
め
に

水
環
境
と
下
水
道

▲東部浄化センター

本下之城区を流れる鹿曲川

（
注
）	

下
水
道
普
及
率
と
は
、東
御
市
の
全
人
口
の

う
ち
、下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
人

の
割
合
を
表
し
た
も
の
で
す
。

ほ
た
る
発
見
情
報

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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⑴　

提
出
書
類

　

①
採
用
試
験
受
験
申
込
書
（
本
人
直
筆
）

　

②
履
歴
書
（
総
務
課
で
交
付
す
る
も
の
）

　

③
写
真
2
枚
（
上
半
身
・
脱
帽
・
正
面
向
き
・
縦
40
㎜
×
横
30
㎜
で

3
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
を
①
及
び
②
に
貼
付
）

　

④
国
家
資
格
証
明
書
の
写
し

⑵　

申
込
書
・
履
歴
書
用
紙
の
請
求

　
　

申
込
書
及
び
履
歴
書
は
、
総
務
課
総
務
係
に
直
接
請
求
す
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に

片
面
印
刷
）
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

⑶　

受
付
期
間

　
　

平
成
26
年
11
月
14
日
（
金
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、
締
切
日
当
日

の
消
印
有
効
）

⑴　

試
験
日　

平
成
26
年
11
月
28
日
（
金
）

⑵　

場　
　

所　

東
御
市
役
所

⑶　

試
験
内
容　

小
論
文
、
職
場
適
応
性
検
査
、
個
人
面
接

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
配
布
の
採
用
試
験
要
領
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
1
月
採
用
予
定

市
職
員（
看
護
師
）を
募
集
し
ま
す

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
係
　
☎
64

－

５
８
７
６

２
申
込
方
法

３
採
用
試
験

１
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

試
験
区
分

採
用
予
定
人
員

受
験
資
格
等

看
護
師

若
干
名

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方

10
月
３
日

「
東
御
の
日
」記
念
式
典

　

10
月
3
日
、
中
央
公
民
館
講
堂

で
、
平
成
26
年
度
「
東
御
の
日
」

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る

市
民
憲
章
の
唱
和
で
幕
を
開
け
、

花
岡
市
長
が
「
先
人
た
ち
が
培
っ

て
き
た
貴
重
な
地
域
資
源
を
礎
に
、

新
た
な
魅
力
を
再
発
見
す
る
事
業

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ふ
る
さ
と
に
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、市
民
と
の
協
働
に
よ
る『
人

と
自
然
が
織
り
な
す 

し
あ
わ
せ

交
流
都
市
と
う
み
』
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
市
長
表
彰

や
、
多
額
の
寄
付
に
対
す
る
感
謝

状
授
与
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
者
の
表
彰
を
行
い
、
花
岡

市
長
が
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
を

贈
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
高
崎
経
済

大
学
教
授
で
、
と
う
み
未
来
塾
の

副
塾
長
を
務
め
る
村む

ら

山や
ま

元も
と

展の
ぶ

さ
ん

を
講
師
に
招
い
て
記
念
講
演
会
を

行
い
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

都
市
政
策
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
市
長
表
彰

　

消
防
功
労

　
　

井い

出で　

史ふ
み

亮あ
き

さ
ん

　

交
通
安
全
功
労

　
　

小お

田だ

中な
か

玲れ
い

子こ

さ
ん

　
　

清し

水み
ず　

一い
ち

男お

さ
ん

　
　

関せ
き　

　

光み
つ

雄お

さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労

　
　

手
話
サ
ー
ク
ル
も
み
じ

　
　

く
る
み
の
会

　

文
化
振
興
功
労

　
　

東
町
歌
舞
伎
保
存
会

　

環
境
保
全
功
労

　
　

北
御
牧
の
オ
オ
ル
リ

　
　

シ
ジ
ミ
を
守
る
会

◇
感
謝
状

　
　

株
式
会
社
ミ
ク
ニ

※
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
受

賞
者
に
つ
き
ま
し
て
は
市
報
と

う
み
10
月
号
（
No.
１
２
６
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲出席者全員による市民憲章の唱和

▲村山元展さんによる記念講演会

▲市長表彰及び感謝状を受けられた皆さま

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
東
御
市
民
病
院
に
勤
務
い
た
だ
く
正
規
採
用
の

看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

　

意
欲
あ
ふ
れ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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誕生日おめでとう！（11月生まれ）

竹
たけ

重
しげ

　結
ゆい

菜
な

ちゃん（羽毛山）
（２歳、H24.11. 8生）

荻
おぎはら

原　日
ひ

菜
な

子
こ

ちゃん（田中）
（２歳、H24.11.19生）

竹
たけうち

内　大
だい

知
ち

くん（栗林）
（3歳、H23.11. 3生）

古
ふるこし

越　拓
たく

海
み

くん（大石）
（3歳、H23.11.10生）

清
し

水
みず

　咲
さ

良
ら

ちゃん（栗林）
（3歳、H23.11.15生）

横
よこやま

山　莉
り

一
いち

くん（栗林）
（3歳、H23.11.19生）

馬
ば

場
ば

　俐
り

織
おり

ちゃん（常田）
（3歳、H23.11.22生）

長
ながおか

岡　梢
こず

望
も

ちゃん（大石）
（3歳、H23.11.28生）

　歌や手遊び、お話しするのもとって
も上手になったね　家族みんな元気
で天真爛漫な結菜が大好きだよ♥お
誕生日おめでとう★

　ヒナ、お誕生日おめでとう。公園で
遊んだり、お歌を歌ったり、いつもニ
コニコ笑顔でいてくれるヒナが大好き
です。これからも元気いっぱいな姿を
パパとママに見せて下さい。

　３才のお誕生日おめでとう♥いつも
元気いっぱい★笑顔いっぱいの大知
に癒されています♥お歌も上手に歌え
るね♪これからも心豊かに大きくなぁ
れ♥♥

　拓ちゃん 3 歳のお誕生日おめでと
う。長靴が大好きで食いしん坊の拓
ちゃん♪これからも成長が楽しみで
す。いつまでもみんなのアイドルでい
てね♥

　さらちゃんおめでとう！元気に成長
してくれてありがとう♥笑顔がかわい
いさらちゃん、これからもその笑顔で
みんなを幸せにさせてね♥

　♪Happy Birthday♪日々自分で
できることが増えて頼もしいね。何で
もがんばる莉一、元気でのびのびと莉
一らしく大きくなってね。

　りーちゃん、3才おめでとう。みんな、
りおりが大好きだよ。えくぼがかわい
い、笑顔の素敵な女の子になってね。

　３歳のおたんじょうびおめでとう♥
いつもお手伝いをいっぱいしてくれて
ありがとう。もうじきお姉ちゃんだね。

（対象者12月生まれの3 歳まで）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・
生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画財政課広
報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかね
ます。なお、紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。
　締め切りは、11月11日（火）必着。締め切りを過ぎたものについ
てはいかなる場合も受け付けられませんので、ご了承ください。

☆募集します！！☆
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和
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
現
在
26

名
で
生
活
し
て
い
ま
す
。「
た
だ

い
ま
ー
」
と
帰
っ
て
く
る
と
、
す

ぐ
宿
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の

後
、
お
や
つ
の
時
間
ま
で
、
室
内

で
自
由
に
過
ご
し
ま
す
。
1
年
生

か
ら
3
年
生
ま
で
利
用
し
て
い
る

の
で
、
学
年
に
関
係
な
く
、
誰
と

で
も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

や
つ
を
食
べ
た
後
、
室
内
清
掃
を

し
て
、
校
庭
や
体
育
館
で
思
い
切

り
遊
び
ま
す
。
時
に
は
け
ん
か
を

し
た
り
、
泣
い
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
経
験

を
重
ね
て
、
心
も
体
も
大
き
く

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
ク
ラ
ブ
の
行
事
を
紹
介

し
ま
す
。

毎
月
の

行
事
と

し
て
は
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の
方
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
や
、
2
・
3
年

生
が
中
心
に
な
っ
て
開
く
、
お
誕

生
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
春
に

は
、
桜
の
木
の
下
で
お
や
つ
を
食

べ
、
夏
休
み
に
は
、
バ
ス
ハ
イ
キ

ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。
今
年
の
バ

ス
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
上
田
城
跡

公
園
に
行
き
、
ス
イ
カ
割
り
を
し

て
、
保
護
者
の
方
と
た
く
さ
ん
遊

び
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ

に
隣
接
す
る
樹
木
園
で
は
、
夏
に

は
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
水
鉄
砲
で
遊
び
、

最
近
で
は
、
樹
木
園
で
拾
っ
た
ど

ん
ぐ
り
で
工
作
を
す
る
な
ど
、
恵

ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
色
々
な
経

験
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
力
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
保
護
者
の
方

が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
児
童
ク

ラ
ブ
に
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
努

め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

元
気
発
信
！
子
育
て
施
設

和
児
童
ク
ラ
ブ
の
話
題

　

8
月
号
の
「
心
の
眼
」
で
、
現
在

使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
の
部
落
の

歴
史
（
小
中
学
校
共
に
）
の
記
述
が
、

古
文
書
の
発
見
に
よ
り
、
大
き
く

見
直
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。
今
回
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

以
前
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
図
示

さ
れ
て
説
明
さ
れ
て
い
た
「
士
農

工
商
え
た
非
人
」
と
い
う
言
葉

や
「
部
落
は
江
戸
時
代
に
作
ら
れ

た
」
と
い
う
記
載
が
、
小
中
学
校

の
教
科
書
か
ら
完
全
に
消
え
ま
し

た
。
本
格
的
な
歴
史
研
究
が
進
む

に
つ
れ
、
今
ま
で
の
考
え
は
誤
り

で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
教
科
書
の

内
容
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。

今
ま
で
は
一
切
記
述
が
な
か
っ
た

室
町
時
代
か
ら「
け
が
れ
と
差
別
」

と
い
う
項
目
で
、
部
落
差
別
の
起

こ
り
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

昔
は
天
変
地
異
・
死
・
出
血
・

火
事
・
犯
罪
な
ど
、
自
分
た
ち
の

生
活
に
お
い
て
、
通
常
の
状
態
に

変
化
を
も
た
ら
す
出
来
事
を
引
き

起
こ
し
て
く
る
も
の
を「
け
が
れ
」

と
い
い
、「
け
が
れ
」
を
恐
れ
る

観
念
は
平
安
時
代
か
ら
強
ま
り
、

「
け
が
れ
」
を
清
め
る
力
を
も
つ

人
々
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
民

衆
は
彼
ら
を
「
け
が
れ
」
を
清
め

る
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
自
分

た
ち
と
は
違
う
存
在
と
し
て
差
別

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼

ら
の
仕
事
は
社
会
に
と
っ
て
必
要

で
あ
り
な
が
ら
、
特
別
な
能
力
を

発
揮
す
る
も
の
と
し
て
恐
れ
ら
れ

ま
し
た
。し
か
し
、そ
の「
け
が
れ
」

意
識
も
含
め
て
、
現
代
で
考
え
る

と
差
別
さ
れ
る
理
由
が
全
く
な
い

立
派
な
職
業
に
携
わ
っ
て
い
た
の

で
す
。
町
や
村
の
警
備
・
皮
革
の

製
造
・
医
薬
業
・
竹
細
工
・
城
や

寺
社
の
清
掃
・
犯
罪
者
の
捕
縛
や

行
刑
役
・
芸
能
関
係
な
ど
。
清
め

の
力
を
も
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、

初
め
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
気
持

ち
と
恐
ろ
し
い
と
い
う
気
持
ち
の

両
方
が
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
と
恐
れ
る
気
持
ち
が
強
く
な

り
、
さ
ら
に
進
ん
で
差
別
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
人
間

み
な
同
じ
で
す
の
で
、
清
め
る
力

を
特
別
に
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
紙
面
だ
け
で

は
詳
し
く
説
明
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

子
孫
代
々
食
べ
て
い
く
た
め
に
、

自
ら
の
仕
事
に
精
一
杯
取
り
組
み
、

技
術
を
磨
き
、
そ
の
卓
越
し
た
技

術
を
子
孫
に
伝
え
て
き
た
の
で
す
。

他
の
人
か
ら
見
れ
ば
「
清
め
が
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
自
体
が
特
別

に
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。
今
、
科

学
が
進
ん
だ
時
代
に「
け
が
れ
感
」

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
非
科
学
的

な
時
代
に
、
何
故
差
別
す
る
の
か

分
か
ら
ぬ
ま
ま
人
か
ら
人
へ
歪
め

ら
れ
て
伝
わ
り
、
千
何
百
年
も
の

風
評
被
害
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
部
落
差
別
に
苦
し
ん

で
い
る
方
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
古
文
書
の
発
見
に
よ
り
部
落

の
歴
史
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の

差
別
が
い
か
に
不
当
な
も
の
で

あ
っ
た
か
が
し
っ
か
り
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
今
こ
そ
、

同
和
教
育
で
正
し
く
学
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
私
た
ち
大

人
も
部
落
差
別
を
次
世
代
に
残
さ

な
い
た
め
に
、
人
権
を
大
切
に
す

る
社
会
を
築
く
一
人
に
な
り
た
い

と
強
く
思
い
ま
す
。

（126）

風
評
被
害
を
断
つ
！

や
な
ぎ
さ
わ

ふ

み

こ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

柳
沢
富
美
子

No.2

▲バスハイキングで上田城跡公園に行きました
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●
年
齢
に
応
じ
た
睡
眠
時
間
を
と
り
ま
し
ょ
う

●
幼
児
期
や
低
学
年
の
頃
は
、遅
く
と
も
午
後
9
時
ま
で
に
は
、布
団
に

入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
幼
児
期
か
ら
衣
服
の
着
替
え
な
ど
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

●
早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
、朝
ト
イ
レ
の
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

●
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
は
時
間
を
決
め
、守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
、家
族
と一緒
に
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う

●
小
学
生
、中
学
生
は
、一日
の
復
習
を
す
る
時
間
を
決
め
て
、取
り
組
み

ま
し
ょ
う

わ
が
子
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
子
に

今
月
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 東

御
市
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
図
る
委
員
会

　

9
月
24
、
25
日
の
2
日
間
に
わ

た
り
、
恒
例
の
敬
老
祝
賀
訪
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
今
年
度

中
に
88
歳
（
米
寿
）、99
歳
（
白
寿
）、

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

の
う
ち
、
81
名
の
お
宅
を
花
岡
市

長
と
小こ

ば
や
し林

峯み
ね

雄お

市
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
が
お
伺
い
し
、
長
寿
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
中
に
、
市
内
で
米
寿
を

迎
え
ら
れ
る
方
は
２
４
５
名
（
男

性
89
名
、
女
性
１
５
６
名
）、
白

寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
12
名
（
男

性
3
名
、
女
性
9
名
）、
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
11
名
（
男

性
3
名
、
女
性
8
名
）
で
し
た
。

　

お
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

敬
老
祝
賀
訪
問
を
実
施

☆
ク
ル
ミ
の
炊
き
込
み
ご
は
ん

�

●
材
料（
6
人
分
）

　

米..............................

3
合

　

ク
ル
ミ（
む
い
た
も
の
）......

50
ｇ

　

し
ょ
う
油......

大
さ
じ
1
と
1/2

　

砂
糖....................

大
さ
じ
1/2

●
作
り
方

①
ク
ル
ミ
を
煎
り
、一
部
は
飾
り

用
に
取
っ
て
、残
り
を
粗
み
じ

ん
に
切
る
。

②
炊
飯
器
に
米
、①
の
ク
ル
ミ
、

し
ょ
う
油
、砂
糖
を
入
れ
、通

常
の
水
加
減
で
炊
く
。

③
炊
き
あ
が
っ
た
ら
軽
く
混
ぜ
、

器
に
盛
る
。最
後
に
飾
り
用
の

ク
ル
ミ
を
の
せ
る
。

ご 芳 志

●問い合わせ先
　総務課　契約財産係　☎ 64 － ５805
　企画財政課　財政係　☎ 64 － ５９０１

　ご寄附いただき、ありがとうござい
ました。厚くお礼申し上げます。

（平成 26 年 9 月に寄附をいただいた
ものです。）

・長野県大相撲東関会様
　（相撲まわし　25 本）

〈ふるさと東御応援寄附金〉
・匿名希望　様
　（現金　１万円× 1 名）

　公表については、同意をいただい
た方のみ掲載しています

▲荒
あら

井
い

衣
きぬ

さん（100 歳・下八重原・前列左）
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競 技 種 目 部　　門 優　　勝 準 優 勝 第 3 位
ソ フト ボ ー ル 男子 滋 野 祢 津 田中

バ レ ー ボ ール
男子 く る み ら い で ん 東部中 OB
女子 祢 津 きたみまき 田中

バスケットボール 田 中 ゆ と り まるやまん

ソ フト テ ニ ス
※小学生部門は10月
11日実施。他部門
は11月実施予定。

小学生　3・4年 高藤　大希
内川　健斗

馬場　風花
田 口 　 雅

馬場　悠生
久保　昇生

小学生　5・6年男子 栁沢　綱志
塚田　恵瑠

唐沢　和喜
土屋　優太

小林　翔
永井　聖人

小学生　5・6年女子 永井　美紅
栁沢ひなこ

辺見　紀香
田口　　和

山岸　　唯
山口　陽子

剣 道

小学生　2年以下男子 榆 木 　 仁 金井　奏杜 柳澤旺志朗
小学生　3・4年男子 所 　 征 吾 武井　晃凱 大越　悠矢
小学生　5・6年男子 五十嵐実玖琉 榆 木 　 洸 小宮山太一
小学生　低学年女子 小林　夏菜 柳沢　心奈 高橋　優芽
小学生　高学年女子 小林　希菜 常田真理乃 大園　彩未
中学生　男子 渡邉　瑞樹 黒沢健太郎 武者　飛鳥
中学生　女子 小泉　涼香 依 田 　 梢 田中　　凛

小学生　団体 東 御 市
剣 道 教 室 尚 武 館 北御牧剣道

スポーツ少年団
中学生　男子団体 東部中学校 北御牧中学校 －
中学生　女子団体 東部中学校 北御牧中学校 －

ゲ ート ボ ー ル 1 7 1 名 参 加 　

柔 道

小学生　2・3年 新井　善心 大日向朝也 西澤　帆人、原　　照英
小学生　4・5年 堀内　希莉 和田　晃侑 藤田　奏楽、小田切ゆな
中学生　男子 唯野　己哲 福江　一樹 荻原翔太郎、新井　大心
中学生　女子 荻原　杏菜 斉藤　瑞希 宮川菜々子、金　　裕花
一般男子（無段） 中 村 　 元 北沢　誠也 宮原　　茂、高藤　　優
一般女子（無段） 原　真里菜 荻原　翔子 西村　陽愛
一般男子（有段） 小林　鉄明 東城　丈博 宮本　康平、鍋倉　祐貴
一般女子（有段） 斉藤　博香 福島布美夏 山崎　華子

マレットゴルフ

男子80歳以上 桜井　信勝 竹内　佳郎 小林　春義
男子70歳～79歳 中村　捷昭 山越　明男 田畑　宗郎
男子70歳未満 小宮山茂昌 唐沢　和夫 東井　和雄
女子80歳以上 西沢　徳考 竹内　貞子 熊谷　五子
女子70歳～79歳 乗川　みき 柳 沢さとみ 山越　昭子
女子70歳未満 西野入節子 古田　禮子 堀内　郁子

チャレンジ・
ザ・ゲーム

一輪車リレー
（タイム差）

ちゅうりっぷ女
①

ちゅうりっぷ男
① ちゅうりっぷ女③

一輪車リレー
（スピード）

ユニサイクルくるみ 
スイート＆クール

ユニサイクルくるみ 
ライトニング

ユニサイクルくるみ
ファイヤー

ロープジャンピング10 とべ!!滋野オール
スターズ（滋野小） － －

ぞうきんがけ
60mリレー

目ざせ優勝
（滋野小）

がんばれ滋野
（滋野小） 和小学校

ヘルシーダンス 社交ダンス 3 1 名 参 加 　
ビー チ ボ ー ル 女子 O C E A N 根 っ こ STAIRS

卓 球

小学生　4年以下男子 堀場　翔斗 竹内　大起 －
小学生　4年以下女子 永井　瑚晴 桜井　羽菜 鷹野　愛
小学生　5・6年男子 柏木　乃暉 町田　多朗 山浦　文也、三井　黎音
小学生　5・6年女子 若林　美里 堀場　咲吏 －
中学生　男子 田口　竜士 大日向堅登 真田　明生、関　雅人
中学生　女子 池上　菜々 加藤　誠都 春原　菜美、柏原　紺那
一般　男子 田中　智章 荻原　健久 阿部　晃久、小林　洋一
一般　女子 内山　菜央 正村　知里 小林美沙子、小山真奈美
男子50歳以上 越　　俊六 － －
女子50歳以上 斉藤　耿子 青山　寛子 －
団体戦 滋 野 田 中 祢津、和

　

10
月
5
日
、
東
御
市
総
合
体
育
大
会
が
東
御

中
央
公
園
一
帯
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
（
一
部
競
技
は
別
日
程
）。
雨
天
に
よ
り

一
部
競
技
が
中
止
ま
た
は
順
延
と
な
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の

皆
さ
ん
が
得
意
な
競
技
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
　
市
内
各
地
で
熱
戦
！

第
11
回 

東
御
市
総
合
体
育
大
会
結
果

（敬称略）
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競 技 種 目 部　　門 優　　勝 準 優 勝 第 3 位
フライングディスク 小林　則子 清水　秀明 高藤　恵子

弓 道

近的 栁澤　真純 飛知和明弘 栁澤　聡一
遠的 飛知和明弘 横山　好範 栁澤　聡一
初心者 高橋　美妃 鈴 木 　 勝 －
団体 田 中 A 滋 野 和・祢津

グラウンドゴルフ
※10月14日実施

男子 廣口　輝夫 羽毛田晴男 小山　常吉
女子 斎 藤くにい 中村ちさみ 直井千鶴子

空 手 道

教室生／幼年（形） 清水　琉成 依田　滉生 小嶋　豹珂、橋本　夏心
教室生／
小学生低学年（形） 雫田　陽向 松本絵里香 和泉　光成、森川　侑希

教室生／
小学生高学年（形） 和泉　結生 宮島　碧颯 －

有級・有段／
小学生低学年（形） 阪井　拓己 鈴木　陽向 渡辺　貫授

有級・有段／
小学生高学年（形） 武田　幸賢 小泉　迅矢 渡辺　佑山、細川　蒼輝

中学・高校・一般（形） 上原　維吹 － －
教室生／幼年（組手） 清水　琉成 小嶋　豹珂 依田　滉生、橋本　夏心
教室生／
小学生低学年（組手） 雫田　陽向 和泉　光成 細川　瑠菜、関　　七生

教室生／
小学生高学年（組手） 和泉　結生 宮島　碧颯 －

有級・有段／
小学生低学年（組手） 渡辺　貫授 阪井　拓己 鈴木　陽向

有級・有段／小学生高
学年（組手） 武田　幸賢 渡辺　佑山 小泉　迅矢、依田　隆生

中学・高校・一般
（組手） 上原　維吹 － －

太 極 拳 3 6 名 参 加

ふわっとテニス 飯島　清子
金井けさ子

竹内不二夫
大塚　孝子

丸山富美子
内山美恵子

中止＝軟式野球、サッカー、テニス　　順延＝ソフトテニス、グラウンドゴルフ

チ
ー
ム
成
績
（
上
位
6
位
ま
で
掲
載
・
敬
称
略
）

区
間
賞
（
敬
称
略
）

東
御
市
小
学
生
駅
伝
大
会
結
果

第3回

9
月
28
日
　
東
御
中
央
公
園
芝
生
広
場
走
路

順
位

チ
ー
ム
名

走　
　

者

記　

録

1
位

チ
ー
ム
5
年

（
和
小
）

①
遠
藤　

心
愛　

②
出
口　

哲
也

③
櫻
林　

生
成　

④
相
場　
　

凌

16
分
09
秒

2
位

北
御
牧
小
5
年

①
小
宮
山　

茜　

②
武
井　

雄
大

③
井
出
あ
か
り　

④
瀧
澤　

圭
大

16
分
20
秒

3
位

暁
（
滋
野
小
）

①
長
谷
川
早
紀　

②
尾
沢　

栄
治

③
清
水　

愛
生　

④
岡
崎　

聖
人

16
分
32
秒

4
位

ネ
ツ
ス
タ
ー
ズ

（
祢
津
小
）

①
田
村　

珠
理　

②
齊
藤　

拓
夢

③
塚
田
あ
き
ほ　

④
山
崎　

伶
弥

17
分
14
秒

5
位

滋
野
小
Ａ

①
渋
谷　
　

暖　

②
五
十
嵐
実
玖
琉

③
大
久
保
璃
音　

④
高
橋　

貫
太

17
分
17
秒

6
位

あ
り
の
ま
ま
で

（
滋
野
小
）

①
渋
谷　
　

歩　

②
田
口　

誠
也

③
西
川　

明
里　

④
和
田　

優
斗

17
分
20
秒

区
間

氏　
　

名
（
チ
ー
ム
名
）

記　

録

1
区

長
谷
川
早
紀
（
暁
）

3
分
59
秒

2
区

武
井　

雄
大
（
北
御
牧
小
5
年
）

4
分
00
秒

3
区

櫻
林　

生
成
（
チ
ー
ム
5
年
）

4
分
04
秒

4
区

桑
原　

太
陽
（
ネ
ツ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
＝
祢
津
小
）

3
分
42
秒
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運
動
会
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

　

9
月
28
日
は
各
市
立
保
育
園
で
、
10
月
4
日
に
は
田
中
、
滋
野
、
祢
津
、

和
の
小
学
校
4
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、

子
ど
も
た
ち
は
各
競
技
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

滋
野
小
学
校

田
中
小
学
校

祢
津
小
学
校

和
小
学
校

祢津保育園滋野保育園 北御牧保育園
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

11
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス【
考
え
る
】

　

秋
も
深
ま
り
ま
し
た
。
思
索
の
秋
で
す
。

◦
そ
の
「
つ
ぶ
や
き
」
は
犯
罪
で
す

　

知
ら
な
い
と
マ
ズ
い
ネ
ッ
ト
の

　

法
律
知
識

鳥う

飼か
い

　
重し
げ

和か
ず

：
著
　
新
潮
社

◦
か
け
が
え
の
な
い
わ
た
し

み
や
も
と
　
て
つ
や
：
文

い
そ
が
わ
　
ひ
ろ
み
：
絵

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

館長のつぶ やき
　新図書館が開館して間もなく満２
年。新緑の５月から半年経過した図
書館の３階からは、深く青い空とと
もに対岸の八重原台地の紅葉が目に
飛び込み、その濃さが日々変化する
姿を感じることができます。図書館
に求められるものは景観ではないか
もしれませんが、読書や学習のあい
まに目と心を外に向け季節を感じて
いただく、少しほっとする時間もま
た必要ではないでしょうか。絵本や
児童書がならぶ西側親子ソファーの
大きな窓からは、早くも新雪をいた
だいた北アルプスの山並みを庁舎ご
しに垣間見ることもできます。
　ではまた次号で。

  

◆
新
着
本
案
内
◆

図
書
館 

Ｑ
＆
Ａ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
と
そ

の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
図
書
館
に

あ
る
本
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？

　

は
い
、
エ
コ
ー
ル
（
上
田
地
域

図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
図
書
検
索
シ
ス
テ

ム
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
所
蔵
の

有
無
、
複
本
の
冊
数
、
予
約
状
況
な
ど

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
の
予
約

は
で
き
ま
す
か
？

　

一
部
の
資
料
に
限
り
可
能
で
す
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
別
途
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
年
齢
制
限
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ご
登
録
い
た
だ
く
と
、
お
借
り
に
な
っ

て
い
る
本
の
タ
イ
ト
ル
や
期
限
、
予
約

さ
れ
て
い
る
本
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
も
確

認
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
一
般
書

・
ど
な
ら
な
い
子
育
て　

そ
れ
で
も
や
ぱ

り
ど
な
っ
ち
ゃ
い
そ
う
な
と
き
編

…
…
…
伊い

藤と
う　

徳と
く

馬ま

：
著

・
肥
満
の
サ
イ
エ
ン
ス

…
…
…
ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス
：
編

・
ソ
ー
イ
ン
グ
の
き
ほ
ん

…
…
…
か
わ
い　

き
み
子
：
著

・
極
卵	

…
…
…
仙せ

ん

川が
わ　

環た
ま
き

：
著

・
明
日
は
、
い
ず
こ
の
空
の
下

…
…
…
上う

え

橋は
し　

菜な

穂ほ

子こ

：
著

◆
児
童
書

・
月
へ
行
き
た
い

…
…
…
松ま

つ

岡お
か　

徹と
お
る

：
作

・
げ
ん
き
な
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
ガ
ル
ド
ラ

…
モ
ド
ウ
ィ
ナ
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
：
作

・
ど
ん
！

…
…
…
西に

し

村む
ら　

敏と
し

雄お

：
作

・
ト
ラ
ネ
コ
と
ク
ロ
ネ
コ

…
…
…
宮み

や

西に
し　

達た
つ

也や

：
作

・
ト
ラ
さ
ん
、
あ
ば
れ
る

…
…
…
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
：
作

QQ AA

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 ❹ 5 6 7 8
9 � 11 12 13 14 15
16 � 18 19 20 21 22
23 24 � 26 27 � 29
30

11月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00

祝日も開館しております。
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わ
た
な
べ

し
ん  

や �

　

子
ど
も
が
外
で
遊
ぶ
機
会
が
少
な
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
今
日
で
す
が
、
日
頃

か
ら
お
子
さ
ん
は
活
発
に
か
ら
だ
を
動
か

し
て
い
ま
す
か
。

　

か
ら
だ
を
動
か
さ
な
い
生
活
習
慣
（
運

動
不
足
）
は
、
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、

糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
大
き
な
危
険
因
子
で
す
。
生
活
習
慣
病

は
大
人
の
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

今
日
で
は
子
ど
も
に
つ
い
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

幼
少
年
期
に
遊
び
を
通
し
て
運
動
を
習

慣
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
身
体
の
諸
機
能
の

発
達
を
促
し
、
生
涯
を
と
お
し
て
健
康
的

で
活
動
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
に
寄
与
す

る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
幼
少
年
期
だ
け
で
な
く
、
成
人

後
も
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
リ
ス
ク
は
低

く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

図
は
身
体
活
動
と
健
康
状
態
と
の
関
係

を
示
し
た
模
式
図
で
す
。
矢
印
A
、D
は
、

現
在
の
身
体
活
動
量
と
健
康
状
態
に
相
互

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
�

関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ど
の

時
期
で
も
身
体
活
動
が
多
け
れ
ば
、
健
康

状
態
は
良
好
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
ま
た
、
矢
印
B
、
C
、
E
は
、

子
ど
も
時
代
の
身
体
活
動
量
や
健
康
状
態

が
、
成
人
後
の
身
体
活
動
量
や
健
康
状
態

に
影
響
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

幼
少
年
期
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康

的
な
生
活
を
送
る
た
め
の
「
基
礎
」
を
培

う
大
切
な
時
期
で
す
。
元
気
に
成
長
し
て

大
人
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
、
か
ら
だ
を
活
発
に
動
か
す

こ
と
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の持越

し
効
果

引
用
文
献
：
日
本
発
育
発
達
学
会
編（
2
0
1
4
）

『
幼
児
期
運
動
指
針
実
践
ガ
イ
ド
』杏
林
書
院

〈
事
例
〉

　

あ
る
日
、「
毎
度
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
以
前
に
も
取
引
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
〇
〇
会
社
で
す
。
今
日
は
、
お

得
意
様
だ
け
に
特
に
美
味
し
い
カ
ニ
を
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。
旬
の
カ
ニ
は
い
か
が

で
す
か
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　

突
然
だ
っ
た
の
で
業
者
名
や
以
前
の
取

引
の
事
は
思
い
出
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
話
を

聞
い
た
。
今
な
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
な
の

で
2
万
5
千
円
の
と
こ
ろ
2
万
円
に
し
て

く
れ
る
と
言
う
。
相
手
の
話
が
上
手
く
て
、

つ
い
購
入
を
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
夜
、
家
族
に
話
す
と
高
額
だ
か
ら

断
る
よ
う
言
わ
れ
た
。
翌
日
、
業
者
へ
断

り
の
電
話
を
入
れ
る

と
「
カ
ニ
は
生
も
の

で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
な
い
」
と
言

わ
れ
た
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
、

ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環
境

係
で
は
、
火
〜
金（
祝
日
除
く
）の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
カ
ニ
に
限
ら
ず
昆
布
や
り
ん
ご
、
み
か

ん
な
ど
の
食
品
を
、
業
者
か
ら
の
電
話

や
訪
問
で
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
購
入
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
平
成
21
年
12
月
1
日
か
ら
、
訪
問
販
売

や
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
に
よ
り
購
入
し

た
食
品
に
つ
い
て
も
、
状
況
に
よ
っ
て

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
前
は
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
商
品
で
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
ま
た
、
強
引
な
勧
誘
に
は
、
き
っ
ぱ
り

断
る
勇
気
も
必
要
で
す
。
し
か
し
、
な

か
な
か
言
え
ず
に
契
約
を
結
ん
で
し

ま
っ
て
も
、
早
い
時
期
な
ら
契
約
の
解

除
を
申
し
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

一
人
で
考
え
込
ま
ず
に
、
直
ぐ
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
市
民
課
　
生
活
環
境
係

　
☎
64

－

５
８
９
６

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　
※
火
～
金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◦
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
27

－

８
５
１
７

回

答

カ
ニ
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
！

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

子どもと大人における身体活動と健康の関係

子ども時代の
身体活動

子ども時代の
健康状態

大人に
なってからの
身体活動

大人に
なってからの
健康状態

A

D

C EB
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市
で
は
、
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

東
側
（
中
央
公
民
館
側
）
の
ス
ペ
ー
ス
を

子
ど
も
が
遊
べ
る
広
場
と
し
て
活
用
す
る

た
め
に
砂
場
を
設
置
し
、
10
月
15
日
か
ら

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

砂
場
の
周
囲
に
は
柵
を
設
け
て
子
ど
も

の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
砂
場

の
衛
生
管
理
に
も
努
め
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
は
、
砂
場
の
横
に
滑
り
台
な
ど
の

遊
具
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
東
部

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
開
館
時
間
】

月
～
土
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　

お
茶
や
食
事
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
集
ま
り
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
動
植
物
の
世
話

な
ど
、
目
の
前
の
で
き
る
こ
と
か
ら
挑
戦

し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
こ
こ
ろ
の
健
康
も
大
切
で
す
が
、

悩
み
を
抱
え
た
人
へ
の
適
切
な
気
遣
い
も

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

健
康
保
健
課
で
は
、
悩
み
を
抱
え
た
人

と
の
接
し
方
を
学
ぶ
た
め
の
「
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
」（
全
6
回
・
ず
く

だ
す
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
事

業
）
を
11
月
か
ら
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
10
月
1
日
発

行
市
報
と
う
み
お
知
ら
せ
版（
No.
２
４
３
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
本
の
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
者

数
は
20
・
7
人
で
、
他
の
先
進
国
と
比
較

し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
（
平
成
25
年

人
口
動
態
統
計
）。

　

自
殺
者
の
傾
向
と
し
て
は
、
全
国
的
に

女
性
よ
り
も
男
性
が
多
く
、
特
に
働
き
盛

り
の
人
が
目
立
ち
ま
す
。
東
御
市
に
お
い

て
も
、
平
成
21
年
か
ら
25
年
ま
で
に
自
殺

し
た
方
の
約
8
割
が
20
歳
か
ら
65
歳
の
働

き
盛
り
の
方
で
し
た
。
ま
た
、
性
別
比
は

男
性
が
女
性
の
1
・
7
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

自
殺
は
様
々
な
悩
み
や
問
題
を
抱
え
、

心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、

残
さ
れ
た
家
族
や
友
人
、
同
僚
な
ど
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
の
悲
し
い
結

末
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

自
殺
の
原
因
に
は
、
健
康
問
題
や
家
庭

問
題
、
経
済
・
生
活
問
題
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
自
分
を

守
り
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
次
の
こ
と
を
心

が
け
、「
イ
ヤ
な
気
持
ち
」
を
忘
れ
て
、「
明

る
い
気
持
ち
」
で
い
る
時
間
を
長
く
し
ま

し
ょ
う
。

　

好
き
な
本
や

音
楽
、
趣
味
に

興
じ
る
ほ
か
、

散
歩
や
体
操
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど

で
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
友
人
や
家

族
と
お
し
ゃ
べ

り
す
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

小
こ

山
やま

弥
や

代
よ

子
こ

　保健師

生
き
活
き 

長
生
き

　
　
　
健
康
と
う
み 

❽

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

連載
シリーズあ

な
た
が
守
れ
る
命
に
つ
い
て
知
っ
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
気
づ
き
が

　
　
　
　
自
殺
を
防
ぎ
ま
す

ス
ト
レ
ス
か
ら

　
　
　
　
自
分
を
守
る
に
は

①
活
動
的
に
な
ろ
う

何か悩んでいるの？
よかったら聞かせて。

何か悩んでいるの？
よかったら聞かせて。

何か悩んでいるの？
よかったら聞かせて。

②
集
ま
り
に
参
加
し
よ
う

③
挑
戦
し
よ
う

東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

砂
場
が
で
き
ま
し
た
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☎0570－058－555（ナビダイヤル）

〈広告欄〉

まるごと生活百科

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

11月の納税 （納期限 12月1日）

◦固定資産税・都市計画税（4期）
◦国民健康保険税（普通徴収）（6期）
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）（5期）
◦介護保険料（普通徴収）（5期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成26年 9月 平成25年 9月
最高気温 29.6℃（ 6日） 30.3℃（12日）
最低気温 6.3℃（19日） 8.0℃（28日）
平均気温 18.9℃ 20.5℃
平均湿度 69.8％ 73.1％
降 水 量 43.5㎜ 183.0㎜

市内交通事故統計 　9月分
平成26年 9 月30日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 12件 115件 ＋7件
傷 　 者 15名 136名 −1名
死者（注2） 00名 001名 −1名

こちら119（東御消防署）
＝ 9月の火災・救急件数＝

火災 0件 （14件）	 救急 96件 （926件）

カッコ内は平成26年1月からの累計

（注1）平成26年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

●問い合わせ先
　小諸年金事務所	 ☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係	 ☎75－8810

年金加入者・受給者には
10、11月に大切な通知が届きます	

国民年金アドバイス

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税
の社会保険料控除の対象となります。
　国民年金保険料を社会保険料控除として申告するため
に必要な平成26年中に納付した国民年金保険料の額を証
明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が、
11月上旬に日本年金機構から送付されます（平成26年10
月1日から12月31日までの間に初めて保険料を納付する
方は、平成27年2月上旬に送付されます）。申告の際に必
要となりますので大切に保管してください。
　また、ご家族が国民年金保険料を被保険者に代わって納
付した場合も、納付した方の社会保険料控除の対象となり
ます。年末調整の手続きの際には、ご家族宛てに送られた
控除証明書を添付のうえ、ご自身の社会保険料の額と合算
して申告してください。
　なお、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に
ついてのご照会は、控除証明書のハガキに表示されている
番号にお問い合わせください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が届きます

国民年金保険料を納付している方

ねんきん定期便・ねんきんネット等
専用ダイヤル

受付時間：	月～金曜日	午前９時～午後７時
	 第２土曜日	午前９時～午後７時
※受付期間は平成26年11月4日から平成27年3月16日まで
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〈広告欄〉

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

課
税
の
基
準
と
納
税
義
務
者

　

今
月
は
、
税
金
の
種
類
別
に
課

税
の
基
準
や
納
税
義
務
者
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

　

毎
年
1
月
1
日
に
住
所
が
あ
っ

た
市
町
村
内
で
課
税
し
ま
す
。
年

の
途
中
で
転
出
し
て
も
課
税
は
継

続
し
、
転
入
先
の
市
町
村
で
課
税

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

毎
年
1
月
1
日
現
在
の
固
定
資

産
（
土
地
、家
屋
及
び
償
却
資
産
）

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
年

の
途
中
で
売
買
や
所
有
者
変
更
な

ど
が
あ
っ
て
も
、
1
月
1
日
現
在

の
所
有
者
が
納
税
義
務
者
と
な
り

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
で
す

が
、
加
入
は
世
帯
単
位
で
あ
る
た

め
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
主
本
人
が

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
で
も
、
世
帯
員
に
国
保
加

入
者
が
い
る
と
き
は
納
税
義
務
者

と
な
り
、
滞
納
に
よ
る
処
分
も
世

帯
主
が
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
を

購
入
ま
た
は
譲
渡
、
廃
車
し
た
と

き
は
、
速
や
か
に
登
録
や
廃
車
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
よ
り
納
税
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
納
税
義
務
者
の
変

更
や
口
座
名
義
人
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
と
き
に
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
納
税
義
務
者
や
口

座
名
義
人
を
確
認
の
上
、
速
や
か

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
　
収
税
管
理
係

　
☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

　

先
般
、
在
宅
医
療
で
使
わ
れ
た

と
思
わ
れ
る
注
射
器
や
注
射
針
、

点
滴
用
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
が
誤
っ
て

「
そ
の
他
ご
み
」
に
混
入
さ
れ
る

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

使
用
済
み
の
注
射
器
や
注
射
針
、

点
滴
用
チ
ュ
ー
ブ
は
、
病
原
体
が

付
着
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、「
感
染
性
廃
棄
物
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
処
分
方
法
は

特
殊
で
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

「
一
般
廃
棄
物
」
の
処
理
を
専
門

と
す
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
廃

棄
物
処
理
業
者
で
は
処
分
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
使
用
済
み
の
在
宅

医
療
器
具
を
「
そ
の
他
ご
み
」
や

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と

し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出

す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

処
分
に
つ
い
て
は
、
必
ず
処
方
さ

れ
た
医
療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

在
宅
医
療
器
具
は

　
「
ご
み
」
と
し
て
は

出
せ
ま
せ
ん

▲点滴用チューブ

▲注射器と注射針

(gomi)
No.120

なるほど
  The ごみ

クリーンリサイクル係 ☎63-6814

■
市
県
民
税

■
固
定
資
産
税

■
国
民
健
康
保
険
税

■
軽
自
動
車
税

★
口
座
振
替
に
よ
り

　

納
税
さ
れ
て
い
る
方
へ
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ートピックスー　地域の話題

　₉月26日、市の特産品のクルミが登場する文学作品を朗読と音
楽で楽しむ催しが中央公民館で開かれました。
　この催しは、県内₈カ所を巡り、その地の特産物にちなんだ文
学作品を読みつなぐ朗読駅伝（「信州・果物と朗読紀行―おいしい
信州ふーど（風土）―」）として県図書館協会が開いたもので、元
信越放送アナウンサーの岩

いわ

崎
さき

信
のぶ

子
こ

さんがゲストとして参加しました。
　120名を越える聴講者は、バイオリンとピアノの心地よい音色
とともに感情豊かなに読み上げられる作品の数々に耳を傾けてい
ました。

　₉月27日、北国街道海野宿を歩き、専門家の解説で宿場町の歴史
や建造物について理解を深める催しが開かれました。
　この催しは、東御市景観を考える会（荻

おぎ

原
はら

博
ひろ

行
ゆき

会長）が市内の
ビューポイントを広く紹介する取り組みとして各所で開いているも
ので、今回は歴史かおるまち海野宿景観形成住民協定運営委員の石

いさ

和
わ

進
すすむ

さんと建築士の市
いち

川
かわ

隆
たかし

さんが講師を務めました。
　参加者は、講師による解説で江戸時代は宿場町として、明治・大
正時代は蚕種業で栄えた歴史を学び、当時のまま今に残る「うだつ」
などの意匠を凝らした建造物の数々に感嘆しきりの様子でした。

　日帰り温泉施設「湯楽里館」とその周辺施設で、毎年
恒例の「秋穫祭」が₉月27日から10月₅日まで開催され、
様々な特別企画が来館者の目を楽しませました。
　12月に湯楽里館が開業から20年の節目を迎える今年は、
₉月27日夜に20周年を祝う花火大会が盛大に行われたほ
か、翌28日には、市内で捕獲されたシカとイノシシの肉
をふんだんに使った「収獲鍋」が無料で振る舞われ、連
日大勢の人でにぎわいました。

　10月₅日、市内の障がい者団体などでつくる「みんなの健康×スポーツ
実行委員会」の主催で、₂本のロープを使って₃人以上で楽しむ縄跳び「ダ
ブルダッチ」の実演と体験会が東御中央公園第二体育館で開かれました。
　講師は、バンクーバーパラリンピック・アイススレッジホッケー銀メダ
リストで、世界初のダブルダッチ車椅子プレイヤーの上

うえ

原
はら

大
だい

祐
すけ

さんや、ダ
ブルダッチの国際大会で活躍するパフォーマーでつくる「T

チームトリプルエイ

eamAAA」の
₄名が務め、子どもたちにリズムを取りながら跳ぶ方法などを指導しまし
た。また、実演では華麗な技の数々が披露され、会場は大きな拍手と歓声
に包まれました。

20周年の湯楽里館で
秋穫祭＆記念花火大会

スポーツの秋 みんなで楽しくジャンプ！
ダブルダッチ デモ＆体験会開催

ふる里の魅力を再発見
北国街道海野宿の歴史と建築を学ぶ

読書の秋
クルミにちなんだ文学作品を朗読と音楽で

▲建造物の文化財的価値について学ぶ参加者

▲大好評の収獲鍋（28日）

◀
20
周
年
記
念
花
火
大
会（
27
日
）

▲ダブルダッチを体験する子どもたち

▲岩崎信子さんと共に全員で朗読
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ートピックスー　地域の話題

　10月20日、長崎県で11月に開かれる第14回全国障害者スポーツ大
会への出場が決まった井

い

出
で

一
かず

三
み

さん（田之尻）と栁
なやぎ

澤
さわ

幸
ゆき

江
え

さん（加
沢）が市役所を訪れ、花岡市長に大会に向けての抱負を語りました。
　陸上のソフトボール投げと砲丸投げに出場する井出さんは、「₃
年前に出場した第11回大会と同じ成績（金メダル₁・銀メダル₁）
を目指したい」と明確な目標を示し、フライングディスク（円盤を
投げて飛距離や標的の内側を通過した枚数を競う競技）に出場する
栁澤さんは、「メダルに近づけるように頑張りたい」と語り、それ
ぞれ大会での活躍を誓っていました。

10
・
13
▼	

新
体
力
テ
ス
ト

10
・
1
▼	

関
東
道
の
駅
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
４
受
賞
報
告
（
道

の
駅
雷
電
く
る
み
の
里
）

10
・
18
〜
19

　
　
　
▼	

友
好
都
市
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

	

（
東
京
都
大
田
区
蒲
田
駅
前
）

　10月11、12日の₂日間にわたり、「火
のアートフェスティバル2014」（実行委
員会主催）が芸術むら公園で開催されま
した。
　イベント期間中は、公園内の登り窯で
2,000点を越える陶芸作品の焼成が昼夜
を通して続けられたほか、市内外の陶芸
家による陶器市や各種アート体験、市章
をかたどるアートキャンドルの点灯など
が行われ、来場者は様々な芸術にふれて
秋のひと時を過ごしていました。

メダル獲得を目指して！
第14回全国障害者スポーツ大会出場へ

火の　アート
フェスティバル

2014

▲市役所を訪れた井出さん（写真右）と栁澤さん（写真左）

▲にぎわう陶器市（11日）

▲作陶体験（11日）

▲アートキャンドル（11日） ▲昼夜を通して続けられた焼成

で
き
ご
と
短
信

▶「
名
立
太
鼓
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
（
12
日
）
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（10月１日現在）

世帯数
11,723世帯（＋6）

総人口
30,983人（＋2）
男 15,302人（＋6）
女 15,681人（−4）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入	 63人
転出	 56人
出生	 21人
死亡	 26人

※カッコは前月対比

エフエムとうみ 78.5MHz

月曜日から日曜日、毎日放送中

◦午前 7 時 40 分～
◦午後 0 時 40 分～
◦午後 6 時 40 分～

『ラジオ
市報とうみ』

●	

発
行
／
長
野
県
東
御
市

	

〒
３
８
９
―
０
５
９
２　

長
野
県
東
御
市
県
２
８
１
―２

●	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
８（
64
）５
８
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
８（
63
）５
４
３
１

●	E
-m
ail shiho-tom

i@
city.tom

i.nagano.jp

●	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.tom

i.nagano.jp/

●	

編
集
／
東
御
市
総
務
部
企
画
財
政
課  

●
印
刷
／
㈱
ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

平成26年
11月4日発行

　今回は、保健補導員の経験を活かして保健・福祉の分野で
活躍するボランティア団体の紹介です。

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

　保健補導員（健康管理委員）のOBで構成する当会は、「保
健補導員の職務の中で得た知識や経験を活かして社会に貢
献したい」という使命感と高い志をもって昭和62年から活
動を続けています。
　会員の約半数は応急手当普及員の資格を持ち、「グリー
ン・アルテミス」の別名で市内の小学校や日赤奉仕団の研
修会等に毎年出向いて、消防署員の方と共に心肺蘇生法な
どの指導を行っています。また、地域包括支援センターの
介護予防教室にも携わり、高齢者の皆さんの健康づくりの
お手伝いをしているほか、毎月2回市民病院でウエス作り
やタオルの整理なども精力的にこなしています。

保健補導員の経験を活かして社会貢献を！

　当会は、地域の皆さんとのふれあいを一番の楽しみ
に活動を続けています。区の公民館などで開かれる介
護予防教室では、寸劇やお手玉を使ったゲームで高齢
者の方と交流していますが、皆さんの笑顔や楽しんで
いる表情が見られたときは大変喜びを感じます。
　また、地域の皆さんとのふれあいは、私たちにとっ
ても大変良い刺激になっています。活動を通じて、自
らも元気でいきいきと生活できていることに何よりの
喜びを感じています。

活動を通じて自らも元気に

編

集

後

記

▼
誌
面
の
都
合
で
詳
し
く
ご
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

10
月
13
日
に
毎
年
恒
例
の
「
新
体
力

テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
体

力
年
齢
40
代
後
半
と
い
う
不
名
誉

な
結
果
の
宣
告
を
受
け
て
か
ら
1

年
。
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
べ

く
、
私
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
テ

ス
ト
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
▼
2

カ
月
前
か
ら
帰
宅
後
に
軽
い
運
動
を

重
ね
、
周
到
な
準
備
を
し
て
臨
ん
だ

今
年
の
結
果
は
、
体
力
年
齢
20
代
後

半
。
年
相
応
の
結
果
に
安
心
し
た
の

と
同
時
に
、
運
動
の
大
切
さ
や
楽
し

さ
を
実
感
。
心
も
体
も
軽
く
、
気
分

良
く
会
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
▼

し
か
し
、
翌
日
に
待
っ
て
い
た
の
は
、

ひ
ど
い
全
身
筋
肉
痛
と
疲
労
感
。
一

時
的
に
体
力
年
齢
は
改
善
し
て
も
、

結
局
は
「
に
わ
か
仕
込
み
」
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
…
。

	

（
市
報
担
当　

大
塚
）

No.8

　市では、市内で地域づくりやボランティア活動を行う市民活動団体を市ホームページで紹介しています。
　登録をご希望の団体は、ホームページから申請書をダウンロードし、必要事項を記入、押印の上、下記へ
提出してください。
●問い合わせ先　地域づくり支援室　☎71－6790 東御市　市民活動団体 検索

東御市保健補導員OB会

市 民 活 動 団 体 登 録 制 度 の ご 案 内

会長

齊
さい

藤
とう

　つぢ子
こ

さん（姫子沢）


